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分解度試験韻告書
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赤外分光光度計い図一5参照）

責白色の結晶

？1～92U

98多以上（ 試乗使用）

溶解性

　　　　　対　7k　　t5ppm以下（GOによる）

　　　　　対　 クロロホルム，メタノール，ヘキサン

　　　　　　ジクロルメタル・テトラヒト勧フラン10000pp6以上

Z　試験期間　　　昭和56年9月24日～昭和56年11月4日



ム　試験方法及ぴ条件

鷺i篇｝欝一…一
義1　試験条件

　（a）生分解試験条件

　　ω　微生物漂：標準活性汚泥　50ppm

　　図　供試物質濃度：↑00PP皿

　　ω試験期間：28日間
　（b）試験装置

　　　閉鎖系酸素消費量潮定義量　標準型

　（c）試料の採取

　　　供試物質は固体のため天秤で5α0勢精評し各培養ビンに

　　　添加した

　㈹　BOD瀾是装置へのセヅト状況

状　　　　　　　　　況 ，H

仕　込　時 一 一

終　了　時 水系汚泥系とも試㈱鴨れた 一

5，2　直接定量分析

（畠）使用分析機器及ぴ条件

　　ガスクロマトグラフ

　　　型　　　式　　　　日　立　　165
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　検出器　　FID
　カラム　 5鱈〆xlmガラス
　固定相
　　　液　 相　　　　 5‘　P聡G－H『野

　　　担　体　　　　クロモソルプW

　カラム温度　　　200℃

　キャリヤガス　　 馬

（b｝分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　　　　・操作
　　　　　　試　験　液　500一　　←添加．

　　　　　　　　←ク口回ホル▲　100‘

　　　　　　　　　・振とう
　　　　　　　　　・静置

　　　水層　 クロロホルム層

　　　　　　　　　　　　　。定容100－

　　　　　　　　　　　GO試料



戒　試験結果

分解度09 付　　図 付　　表

譲葉消費量による結果 0 1

GOに　よ　る結果 4 2 1

7日目のアニリンの分解度　65移
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